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住むことが誇りに
　　　思えるまちとは？

真に豊かな暮らしの
　　　　　　創造である町長

【
西
山
】
人
権
思
想
と
は
。

【
町
長
】
イ
ギ
リ
ス
の
思
想

家
ロッ
ク
は
、
人
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
持
つ
、
個

人
の
生
命
・
自
由
・
財
産

は
、
ど
ん
な
権
力
も
犯
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張

し
、
今
日
の
基
本
的
人
権

の
考
え
方
と
なって
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ル

ソ
ー
は
、
国
の
権
力
は
、

も
と
も
と
人
民
に
あ
る
と

主
張
し
、
今
日
の
国
民
主

権
、
人
民
主
権
の
考
え
方

と
なって
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ー
は
権
利
の
保
護

の
た
め
に
は
権
力
の
分
立

が
必
要
と
主
張
し
、
今
日

の
三
権
分
立
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
主
張
が
人
権

人
権
・
同
和
研
究
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
善
は
？

町長

内
容
を
見
直
す

【
西
山
】
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

【
町
長
】
行
政
施
策
は
ハ
ー

ド
事
業
や
ソ
フ
ト
事
業
だ

け
で
な
い
。

　
「
ま
ち
」
に
住
む
す
べ
て

の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
知
識
や
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

継
続
的
な
活
動
を
と
お
し

て
真
に
豊
か
な
暮
ら
し
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

【
西
山
】
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
と
は
。

【
教
育
委
員
長
】
町
民
の

だ
れ
も
が
相
互
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る

「
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
大
山
町
人

権
尊
重
社
会
づ
く
り
条
例

を
制
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
西
山
】
高
い
自
治
能
力

が
開
か
れ
た
ま
ち
と
は
。

【
町
長
】
行
政
と
住
民
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
条
件
に
な
る
。

　
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る

「
ま
ち
」
で
あ
る
。「かあらやま」で健康づくり

人権セミナーで学ぶ

思
想
を
確
立
し
、
市
民
革

命
を
支
え
る
思
想
と
な
り
、

民
主
政
治
の
確
立
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

【
西
山
】
人
権
・
同
和
研

究
大
会
が
講
演
会
に
な
っ

て
い
る
。
改
善
を
求
め
る
。

【
町
長
】
こ
こ
数
年
講
演
の

み
に
なって
い
る
。

　

行
動
化
に
つ
な
が
る
よ

う
実
践
交
流
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
盛
り
込
む
内
容

に
し
、
本
来
の
趣
旨
に
改

善
す
る
。
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